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Ⅰ．はじめに  

1977－1978年の冬は近年に希れな程インフルエンサ流  

／一行に関して話題が多い年となった。  

過去の新型Aウイルス出現の歴史は下記の如くで，そ  

の新型出現のサイクルからも，新らしいA型ウイルスの  

出現に関心がよせられていた。  

1976年2月アメリカのNewJersey州における小流行  

においてHsⅥ・1Nl型ウイルスが分離され、1）I2： 日本でも過  

去30余年間ブタ飼育環境内で観察されることのなかった  

Swine型イン7ルエンザの流行か確認きれたことによ  

鉱小人間社会にも移行L二れが大流行を起すのではない  

かと推定され論議かなされてきた。5－161  

また1976～1977年冬のインフルエンザ流行の終息後の  

4月下旬になって各地で小流行が観察されたが，冬の流  

行株と抗原情遠かかなりずれたH3N2型が分離きれ，1977  

年から1978年の冬期に入ってからの流行株として危ぐさ  

れていた。7〕  

1977年秋に入ってソ連でのHINl型の新型ウイルスに  

よるインフルエンザ流行という報告の中での8）19∴川イン  

J■フルエンサの本格的な流行期を迎えることになった。  

本県においても11月下旬ごろからかせ患者の発生が認  

められ，3月中旬までインフルエンザの流行がり，！内全域  

に認められた。HINl型のA／USSR型とH3N2型のA／  

香港型の両A型ウイルスの競合流行を経験し，疫学的，  

血清学的及びウイルス学的調査を試みたので報告する。  

ⅠⅠ．調査及び検査方法  

疫学調査：1967書以来著者らか実施している千葉県l句  

での学校情報用及び1976年より加えられた医療機関から  

の感染症情報12）について検討を試みた。（1967年－1975  

年は，千葉県衛生研究所ウイルス研究室で，主に小学校，  

幼椎園を弓】心に，1976年以降は，県予l坊課を中心に千葉県  

医僚センタ爛へ集計業務を委託しノ衛生研究所疫学調査研  

究室で解析を行い，1979年5月現在で医礫機関50，′ト学  

校20施設からの資料を分析している。）   

彼横山清：′ト・中学校児童，生徒については管轄保健  

所がインフルエンザ様疾患の流行に際して採取した急性  

期及び凹復期のペア血清。   

成人については全県内から集まる風疹な・どの検査依頼  

の残余血清。   

血清学的検査法：赤血球凝集抑制試験（以下HI試験  

と略）及び神体結合反応（以下CF反応と略）を微生物  

検査心携ほに準拠し，マイクロタイタ一法を用し、て実施14）  

した。   

ウイルス分離材料と方法：県内9市町村の流行校にお  

いてインフルエンザ様患者及〟干葉市立病院′ト児村外来  

のかぜ様患者から咽頭ぬぐい液あるいはうがい液を採取  

し，分離試験に供した。ウイルスの分馳は主にふ化鶏卵  

に様相し，培養3代まで観察した。   

またパラインフルエンザウイ几／ス検出のためにサル腎  

細胞を憐用し，分離試験を実施した。   

I11．調査及び検査成績   

疫学的事項   

′J、学校及び医療機関共に1977～1978年冬期のインフル  

エンザノぶ、ネとしての発生が顕著に硯われてくるのは小学  

校では1札 医療機閲では2月で両者のけ鋸二1ヶ月のず  

れか認められた。   

われわれの調査では′ト学校の平常時のかぜ様疾患によ  

る欠席者は在籍者数の約4－7％以内であるのに比べ，  

今回のインフルエンザ流行時には1977年10月8．8％，11  

月9．6％と徐々に上昇し，12月には17．0％になり，1978  

※  千葉県衛生研究所  

逐㍉窮 千葉市立病院（′卜児村）  

※薫※千葉県衛生部（予防課，税小央保健所）  

（1979年5月10日′受理）  

－一 封 －   



1977、1978年冬千葉県に流行したA型インフルエンザに関する疫学的，ウイルス学的調在  

来患者が多くなっていることが認められた。  

ウイルスの分離状況   

千葉県では1977年11月から1978年3月までかぜ様悪名  

126手1から採取した検体から37株（29．4％）のウイルス  

が分離され，インフルエンザA型のHINl型25株（67．6  

％）とH3N2型12株（、32．4％）であり，今回のインフル  

エンザの流行におし－て猿初にウイルスが分離きれたの  

は，市川市Y小学校から12f」21日で全国に先駆けてA／  

USSR型（HINユ型）2株とA／杏港型（H3N2型）1株で  

あった。  

表1 †・葉市内の流行様の推移  
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図1 ピ．と内′J、学校Ⅵ草根閉鎖状況   

年に入って1月23．5％，2勘二はさらに38，1％とピーク  

を示し，3月には21．7％まで低下Lている。   

医療矧緋二おいても，11月よ－j12月に人って，外来に  

訪ずれた患者‘敷か叶’加の傾Ir・」にある。  

No・監者  検体採取  イ・ウイルス型   
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⊂－・一・一・一¢  かぜ様疾患   

⊂     コ イ ンフルエンヤ   

ト・・－・－－－・●  かぜ横疾患   

二     ＝ インフルエンサ  

圭た，本りしの地形から前の嬰に位置する丁■菓市内にお  

いて，かせ棋虻着からのウイルス分離試験では，表1の  

よう：二21」7 ‖まては仝べてH3N2型で，2月14日から  

HINIJモ之に移行Lており、両型が同時期に分乾されるこ  

とはなかった。しかし「薬石内叩校での流行からは，一l  

lケJ21日（稲毛地「ヌニ）と1fう25口（轟，稲浜地区）の被  

倹り料からHINl製が分馳された。  

表2 インフルエンザ抗原別抗体保有状況 1976年   

抗原：A／ガ巨本／22／／76  
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図2 感染症情報によるインフルエンザ流行の推移  

県内′ト学校の学級間鎖の状況も1月22－28針の週（第  

5週）およぴ2月12－18ヒ1（第7過）の週にピークがあ  

l），小学校及び医療機関からの感染症情報の患者の発生  

カー∴プとよく一致している。   

医療機関のかぜ様患者の届出が10月から翌年の3月ま  

で毎月1770－2752予てで，1月からインフルエンサとかぜ  

様疾患の比が1：1．5となり、2月には2．7：1，3月には  

1：1．5の比率となり，2月にはインフルエンザによる外  
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抗原：A／NJ／8／76（Ⅹ53）  患者血清では，表3の如く有意の抗体上昇を認めた集  

団ほH3N2型9，HINl型4∴両型の上昇を認めたのは2  

集団であった。No．2の集団はH3N2型の流行であったが，  

HINl型に対して既に高い抗体価（128倍）を示すものが  

少数ながら存在した。また，Nol及びNo，4の集団はHINl  

型及びH3N2型ウイルスが分離されているのに，H3N2  

型抗体の有意上昇のみで，HINl型に対する抗体上昇が  

全く認められなかった。   

次に流行子安の小児におけるA／USSR型（HINl）に対  

する抗体獲得状況については1978年8月に採血した小児  

の年令別血清（0～13オ）の抗体保有率は45件中9件（20  

％）と低率であった。  

Ⅳ．考  察   

1977～1978年冬のインフルエンザの本県内における1克  

行は小学校及び医療機関からの感染症情報から1978年1  

月に入って本格的流行となったものと考えられるが，12  

月中はかぜ様疾患としてであって，インフルエンザの報  

告は認められなかった。   

インフルエンザは流行による多数の患者の言今療と実験  

室診断の結果によって，インフルエンザの臨床診断に確  

信が持たれるという経過が推察できた。  

1977年12月21日市川市のY′ト学校で他階県に先駆けて  

A／USSR型のウイルスを分離し，国立予E坊衛生研究所に  

おいてフェレット抗血清による抗原構造の比較でA／  

USSR／0092／77と同じものと考えられる成績が得られた。   

インフルエンザの流行史からは，新型ウイルスの登場  

があると，必ずそれまで流行してし－た型が消滅するが，  

このたび、の初期から中期までの流行では各地で新旧のウ  

イル▲ス株が幅韓していたことは興味ある知見である。   

しかし千葉市で観察し得た限りでは，H3N2型→HINl  

型への移行が認められたことから，次の流行期にはHINl型  

のインフルエンザウイルス単独で登場することが推測さ  

れる。   

熊本県で聞口らほによって観察されたようなH3N2型  

→HINl型への移行に10－30日を要するという経過は認  

められなかった。これは東京都内に侵入していたHINl  

型ウイルスに早期に千葉県も影響を′受けていたためと推  

察される。   

12月から1月中にかけインフルエンザが流行したある  

施設ではHINl型とH3N2型の混合流行であって，H3N2  

型の先行で始まったためか後からのHINl型に対する抗体  

産生が認められず，抗体産生が干渉を受けたものと解釈  

される成績が得られており，今後抗体産生の干渉力につ  

いては株常における抗原構造の還し、によるものか，検討  
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血清学的検査  

†克行前期である1976年9月における抗体保有状況は，  

血清205件についてHI碓体価を測定したが，その成績は表  

2の如く、A／熊本／22／76に対し，0－19オ群で5．3％が  

抗体を保有し，A／NewJersey／8／76（HswINl型）に  

対しては，0－30オ群0％，40オ群5．0％，50オ群50．0％，  

60～70オ群では80％以上と高率に抗体を保有しているこ  

とが認められた。  

表3 1977－1978年冬のインフルエンザ流行概要  
一■  

思考材料  
1D  地区名  

採取月日   

市  

松戸   

＋   

±  

＋  

＋【  

千葉  ＋  

船韓  

≒   

≧  

木更，君  130    十 1 十   ＋   

：・  等；  221  ＋  ＋  

－ 33 －   
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の必要性を示唆しているものと考える。   

また流行後のHINl型ウイルスに対する抗体の動きか  

ら本流行の流行規模は小型であったことが推測された。  

Ⅴ．ま と め   

1977～1978年冬千葉県に流行したA型インフルエンザ  

はA／USSR型（HINl型）及びA／香港型（H3N2）の2  

種競合流行であった。   

またHINl型の流行は12月中旬に既に始まっていたこ  

とが確認された。  

栢を終わるにあたって，本調査のために協力いただい  

た県内各保健所，学校関係者及び千葉市立病院小児科の  

関係者各位に心から感謝申し上げます。  
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